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いよいよ二校の川が合流し大河になるとき
校 長 東海林 孝吉

地域 の皆 さんが学校 を創 り、支 え、発 展 させ て

きた歴 史 と伝競 ある杉並 区立杉 並第五小 学校が、

いよい よ8 1年 間 の幕 を閉 じる と きが 来 ま した 。2 月

2 3 日、杉並 区長 山田宏棟 を始 め多 くの ご来賓や 旧

職貞、 地域 や保護者 の方 々多 数の ご臨席 を賜 り、

盛大に閉校式 を挙行 しました。

本校 の特色 を一言 で言 うな らば「志 を一つ に した

地域 の学校」です。 この天沼の土地に生 まれ、 また、

生活 した人 々が杉五小 をこ よな く愛 し、 強い願い

を子 どもたち と学校 に託 した小学校だか らです。

本校 の歴 史 を振 り返 る と、今か ら9 1年前の大正

6 年 に、 天沼地 区に初めて学校 がで きま した。今

の杉並第一小学校の前身である桃野尋常高等小学

校まで通 ってい た 1・2 年生のため に、蓮華寺の一

部屋 を借 りて始 めた天沼分校場。

そ して、 8 1年前の大正 15年 4 月 1 日、児童数 は

3 1 1名で、 6 学級、先生 は 9 名で、ついに誕生 した

東京府豊多摩郡杉並第五尋常小学校。

その頃ヒグプシの里 と呼ばれた天沼村 は、田や畑

がた くさんあ り、杉 な どの雑木林 に囲まれ、今の

日大二高通 りは、荷車が 1 台通るのがや っとで した。

この よ うな天沼地 区に、 た くさんの人 が都 心 よ

り移 り住んで、町はどんどん発展。子 どもの数 も年 々

増えて、 昭和 9 年皮 には、本校 の歴 史上最 も多い

児童数1538名26学級に膨れ上がった東京市立第五

尋常小学校時代。

開校時以来 の校訓 は、「よ く学 び、 よく遊べ」で、

この校風が脈 々と受け継がれて きました。

そ して、 長 く苦 しい戟争の 中での戦時色 の濃い

授業や集団学童疎開があった杉並第五国民学校時代。

さらに、 戦後の物不足 や教室不足 で の二 部授 業、

幾度か琴 り返 した校舎の増改築、そ してで きた「ベ

ランダのあ る学校」。様 々な区内外 の研 究奨励 を受

け先駆的 な教 育活動 を推 進 して きた杉 並 区立杉 並

第五小学枚時代。
◆8 1年の 間に は、多 くの苦難 を くぐ りぬ け、常 に区 当

局、地域、保護者、同窓会の皆様 に温か く見守 られな

がら、稔計 1Z4 60 名の卒業生 を送 り出す こ とにな ります 。

営々と受け継がれてきた「誇 りある心の故郷杉五小」

・ ・ ・ ・ ・ 今 月
生活の目標

「あ りが とう」の言える子に
な りま し ょう

（ 一年間の反省 をしまし ょう）

への卒業生の思 いは、昭和10年 に発行 された沿革誌
ともいえる「校報第 1号」に、森 田弥一初代同窓会長

が寄稿 された文章 に見事 に表 されている と思います。

F在校 生 は兄 と呼び、卒業生 は弟 と呼んでいた

わる心 。学校 を出た後 まで も慈父 として敬慕 す る

卒業生 と、教 え子 の幸福 を神 か けて祈 る先 生、 こ

の喜 び こそ私達 にのみ味わい得 る喜 びではあ りま

す まいか。（略）学校数育 の 目的は在校 中の成漬 を

上 げる事 のみ に依 って満足 すべ きに非ず して、教

え子 を して後 日大成せ しむるに在 る。即 ち我 々卒

業生の躍進 こそ先生方の期 して待つべ きものな り」

と。 これ らの言葉 は地域、保 護者の方 々そ して同

窓会 の方 々がいか に志 を一つ に して、杉 五小 に愛

着 と誇 りを持 って くだ さっ て い るか の証 で す 。

一 口に8 1年 といい ますが、実 に重みのあ る年月

です。歴代 の校 長 を始 め、数 々の教 育実践 の成果

を挙げてこられた諸先輩そして、保護者、地域の方々

そ して区当局の方 々が、学校 を支え、発展 させ て

くだ さ い ま した 。 そ の 汗 と涙 と努力 と、 そ して何

よ りも杉五小 を愛 す る心 の絆の上 に今 日があ り、並 々

な らぬご尽力 に心 か らお札 申 し上げ ます。

い よい よ杉並 第五小学校・ 8 1年の歴史 を閉 じる

時が来 ま した。 しか し、 それは、杉 並第五小 学校

とい う歴 史 と伝 統の川 と若杉小学校 とい う川が合

流 し、 今 ま さに よ り広 く深 い r 大 河 』 に な らん と

す る時 なのです。それ は、杉並 第五小 学校 とい う

名前 は消 えて も、今 まさに進化 し、前途洋 々た る

2 1世紀 の未来 を拓 き、人が育ち、人が活 きる教育

立区杉並、そ して 日本の未来 を担 う学校 として『大

河 J に な ろ う とす る ときで す。

6年生 は、杉五小の最後の卒業生。杉五小卒業生とし

ての誇 りと心の故郷 を決 して忘れ ないで巣立 ってほ しい。

在校生 は、新 し く生 まれる天沼小 学校の児童 と

して 、新 しい校歌 に あ る よ う に「いつ も世界 に眼 を

向け、杉 の木 みたい にまっす ぐに心 と体 を鍛 え、

みんなで学びあ う学校」を創 ってほ しい。

そ して、天沼 の地域 を愛 し、 母校 を愛 し、子 ど

もを愛す る多 くの先輩達 に負 けない立派な人間 に

育 っ て ほ しい と厳 って い ます。

の日額 ・ ・ ・ ・ ・
保健の目標

一年間の体のようすを
ふ りかえろう
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給食の目標

一年間の反省を
し ま し ょう


